
	

	

旧制姫路高等学校物理実験機器の展示を姫路科学館で開催	
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姫路科学館でこの春開催される特別展に、神戸大学の前身校のひとつである旧制姫路高等

学校で使用された物理実験機器が出品されます。	

	 これらの「旧制姫路高等学校物理実験機器コレクション」は、現在、神戸大学の所有とし

て大切に保管され、日本でも有数な歴史資料となっており、科学史的な資料としては旧制第

三高等学校のものに匹敵する貴重なものです。	

	 このたび姫路市に所在する科学館で展示されることになり、物理実験機器コレクションは

1964	年（昭和 39	年）の神戸大学姫路分校廃止以来 54	年ぶりの里帰りとなります。特別展

では、旧制姫路高等学校の歴史的実験機器をとおして、明治、大正から現在に続く科学教育

の礎となった科学実験の変遷と発展を振り返ります。	

	 また、あわせて、旧制姫路高等学校と姫路ゆかりの科学者も紹介します。	

	

【開催概要】	

・姫路科学館特別展「科学実験の今むかし」	

～旧制姫路高等学校物理実験機器コレクションから～	

・姫路科学館	1	階特別展示室	

	 （姫路市青山 1470-15	 9 時 30 分～17 時・火曜休館）	

・開催時期	平成 30	年（2018	年）４月 28	日（土）～5	月 27	日（日）	

・観覧料	一般：200	円	小・中・高校生：無料	

	

	

＊このコレクションの「バーチュアル	博物館」は、以下をご参照ください。	

		 http://www.kobe-u.ac.jp/virtual-museum/former-himeji-highschool/index.html	

	

	

【問合せ先】	

塚原東吾（国際部科学研究科・教授）	

078-803-7435	 	 	

togotsukahara@harbar.kobe-u.ac.jp	
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